　　　
　　





発達障害・専門講座1








№13201





第8回・臨床児童青年精神医学入門


－ 最近話題のトピックを考える －





～「困り感」のあるすべての子どもたちを救うために～








期　　日：２０１3 年 ６月１５日（土）～１６日（日）


受講対象：教育・医療・相談･福祉・保育に関わる専門家、及びこの分野に関心のある方


定　　員：９０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１２,０００円（税込み）　※昼食は各自でお手配ください


主　　催：明治安田こころの健康財団


会　　場：明治安田こころの健康財団　講義室


東京都豊島区高田３-１９-１０　　 03-3986-7021


	ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約７分


                       （※ 詳細地図は受講証に添付いたします）





講 師 ご 紹 介





******* 企画講師／／山﨑　晃資 先生 *******


山﨑　 晃資　先生：医療法人弘徳会愛光病院 顧問


青木　　 豊　先生：目白大学人間学部子ども学科 教授


金井　　 剛　先生：横浜市子ども青少年局 担当部長


池谷　 孝司　先生：共同通信社社会部 次長


小倉　   清  先生：クリニックおぐら 院長





毎日のように、児童虐待、いじめ、体罰、自殺などの報道がなされています。いじめ対策や体罰防止が大きな社会問題となっており、退職した警察官や教員を学校に派遣するスクール・サポーター制度や、「教育再生実行会議」による第三者組織の設置や通報制度などの新たな法整備が提案されています。しかし、これらの提案には、なぜかわれわれのこころに響くものが欠けているように思えてなりません。


今回の講座は、最近話題になっているいくつかのトピックを取り上げ、それらの問題の背景にある児童青年精神医学の諸問題を考えてみることに致しました。とくに今回は、児童相談所における児童虐待の実態と対応、共同通信社が約1年間にわたって配信した「ルポ　子どもの貧困連鎖」を取り上げ、日常の臨床場面ではみえにくい子ども達の深刻な問題に真正面から向き合いたいと考えました。「質疑応答」では本音を語り合いたいと思っています。


【医療法人弘徳会愛光病院　顧問　山﨑　晃資】
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�
日 程�
時　　間�
テ 　ー 　マ�
講 師（敬称略）�
�
�
６


月


15


日


（土）�
13:00～14:30�
ケースが語る内的世界　～診断するということ～�
山﨑　晃資�
�
�
�
14:45～16:15�
乳幼児期の親子関係をめぐって�
青木    豊�
�
�
�
16:30～18:00�
児童虐待の実態　～児童相談所の対応～�
金井　　剛�
�
�
６


月


16


日


（日）�
9:00～10:30�
発達障害をめぐる最近の話題�
山﨑　晃資�
�
�
�
10:45～12:15�
「ルポ　子どもの貧困連鎖」�
池谷　孝司�
�
�
�
13:30～15:00�
いじめ・体罰・自殺をめぐって～見立てを中心に～�
小倉　　清�
�
�
�
15:15～16:15�
質 疑 応 答�
二日目の講師


（予定）�
�
※　時間割・テーマ等については、多少内容が異なる場合があることをお含みください。








